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1　はじめに
　経済のグローバル化に伴い世界と円滑なコミュニケーションをするために
日本人の英語力を引き上げるべきだという議論が行われるようになって久し
い。そのような中で，主に日本の産業界からの強い要請でTOEICという英
語検定試験が誕生した。しかし基本的にペーパーテストであるTOEICは，
直接英語を話す能力を検定する試験ではない。現在日本人ビジネスマン，特
に国際的なマネージャーに求められているのは，ライティング能力に加え
て，スピーキングによるオーラル・コミュニケーション能力である。然るに
現在わが国では，このようなビジネス英語の能力を測定する一般的な検定試
験は事実上存在しないと言っても過言ではない。そこで本論文では，ビジネ
ス英語におけるオーラル・コミュニケーショソ能力を測定するためにはどの
ような検定試験が望ましいのかを，SITE（Standard　Interview　Test　of　En－
glish）試験を参考に考察したい。ここではそのような望ましい検定試験を
便宜上「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション能力検定試験」と呼ぶ
こととする。考察の主な対象は，検定試験の理論的枠組みではなく，どのよ
うな能力を，どのようにして測定するのが適切かという点である。
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皿　ビジネス英語とその特性
（1）ビジネス英語
　まずビジネス英語とは何かについて考えたい。中村巳喜人は「ビジネス・
コミュニケーション論」において「商業英語」について述べているが，その
中で「商業英語学とは商業英語現象に関する学問であり，商業英語現象とは
商業の場において一定の現実的効果をあげることを目的とする意志伝達のた
めに英語を用いて行われる動的な言語活動である」と定義している1）。本論
文では「商業英語現象」で用いられる英語を「商業英語」であると考え，こ
れが「ビジネス英語」と同義語であるとする。その上で，ビジネス英語を，
ビジネスの場において一定の現実的効果をあげることを目的とする意志伝達
のために用いられる英語であると定義したい。
　「商業英語」という大学教育における科目が，通常外国貿易のための英語
を取り扱っているため，「商業英語」ということばは貿易の英語という印象
を与えるかもしれないが，本来ビジネスの「場」は外国貿易だけでなく，広
く様々な産業における種々のビジネス活動の場を含むはずである。それは国
内外での市場調査，研究開発，マーケティング計画の作成と実施，生産管
理，営業・販売活動，ロジスティックス，財務・会計業務，採用・人事・業
績評価，総務，法務，経営戦略など全てのビジネス活動を包含するものであ
る。
　従って，「一定の現実的効果」は，外国貿易に関する成約，信用状開設，
決済，船積み，クレーム解決などといったことだけではなく，たとえば予算
の獲得，生産，人員の雇用や配置や解雇，資金調達，投資と収益の回収，円
滑な物流の達成と維持・改善，企業買収や合併など，日々の業務から経営戦
略の実行までの様々な効果を意味する。
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②　ビジネス英語の特性
　それではそのような場における「ビジネス英語」はどういう特性を持つの
であろうか。商業英語が外国貿易を主な守備範囲としていた頃から，その特
性を表すために頭にアルファベットのCがつく語を並べて，5つのCが大
事だとよく言われてきた。例えばCorrectness，　Clearness，　Conciseness，
Courtesy，　Character（あるいはConsideration）などである2）。これらが大事
なことは現代のビジネス英語でも同じである。一般英語でもこれらの要件は
重要であるが，正確さ，明確さ，簡潔さなどは，ビジネスの場で一定の現実
的効果をあげるために一般の英語の場合に増して重要な要件であり，ここに
ビジネス英語の一つの特性がある。
　またビジネス英語は，ビジネスの「場」と切り離すことができないことも
その特性の一つである。
（3）グローバル・ビジネス時代のビジネス英語
　英語が必要なビジネスの場は，従来は外国との商取引，すなわち国際貿易
であった。明治維新以降，日本の国際的ビジネスは主に海外との貿易を通じ
て行われた。第2次大戦以降も基本的に日本は原材料を輸入し，製品を国
内で製造して完成品を輸出するといういわゆる加工貿易を中心に経済成長を
達成した。この時代の国際ビジネスの「場」は基本的に外国貿易であり，そ
のような「場」で使われるビジネス英語は，主に貿易通信文書を読み書きす
るための英語であった。このような国際貿易に必要な英語能力を測定するた
めに日本商工会議所が主催して「商業英語検定試験」が設けられた。
　しかしその後，企業の発展，日本経済の成熟化，円高などに伴い，日本企
業の多くが現地生産や多国籍企業化への道を歩んだ。特に1971年から1972
年にかけて日本政府がFDI（海外直接投資）の自由化政策を実施したのを
引き金にこの傾向が顕著になった。そして1980年代半ば以降は日本企業の
多国籍化が急速に進展した3）。他方，外資系企業の日本進出が本格化し，多
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くの日本人が外資系企業で働くようになった。
　では現代の国際的なビジネスの「場」ではどのような目的のための英語力
が必要とされているのであろうか。外国貿易中心の時代に必要とされた海外
との商取引のための英語能力は，もちろん現在でも重要である。しかし企業
の多国籍化に伴いより幅の広い英語力が必要となった。現代の日本人ビジネ
スマンは，北米・東南アジア・ヨーロッパなど世界各地にある生産拠点や子
会社・関連会社で，日々のビジネス業務およびより重大な意思決定に関する
仕事を，世界の共通言語的色彩の強くなった英語を主に用いて現地の関係者
たちと行わなければならないのである。すなわち現代の国際ビジネスの「場」
では，国際経営のための英語が必要になったのである。
（4）ビジネス英語の使用領域
　それではどのようなビジネス領域で英語が使用されているのであろうか。
　まず外国との貿易取引のためには，自社や自社製品の紹介，取引の申し込
み，信用照会，引き合い，見積もり，オファー，契約書の作成，注文，支
払，出荷，クレームとその対応などに用いる英語が必要である。
　一方，国際経営のためには，会社の操業や経営の分野における総合的な英
語能力が必要である。すなわち資材調達・工場の操業・品質管理・安全管
理・販売・出荷・クレーム処理・経理・財務・人事管理・広報活動・予算案
作成・改善案作成・実績把握と報告・工場視察対応・レクレーショソ，事業
計画・投資計画・企業戦略立案など，通常業務から意思決定を含む企業の経
営管理の全分野でコミュニケーショソのための英語が必要である。
（5）ビジネス・オーラル・コミュニケーション能力
　ビジネスでの英語コミュニケーショソ能力向上のためには，前述のビジネ
ス領域における専門的な語彙を習得することが重要である。そしてそのよう
な語彙を使って読み書きする能力だけでなく，口頭で自分の考えを表明でき
　　　ビジネス英語オーラル・コミュニケーショソ能力の検定に関する一考察　25
るオーラル・コミュニケーションの能力が必要とされる。刻々と状況が変化
するビジネス環境では，タ・イミソグの良い意思決定が必要とされるからであ
る。いちいち書面や電子メールで意思疎通をするのではなく，対面や電話で
の，スピーディーでしかも微妙なニュアンスを伝えることのできるオーラ
ル・コミュニケーション能力がどうしても必要である。
　国際経営に必要な英語オーラル・コミュニケーショソのためには，各ビジ
ネス領域における専門語彙の習得に加えて，非定型的な英語表現がある程度
自由に使えること，即応性のある対応ができること，説得力のある論理構成
ができること，ていねいな表現など社会状況に合った英語表現が使えるこ
と，文化の違いを乗り越えてコミュニケーショソができることなどが特に重
要である。
①非定型的表現使用能力
　オーラル・コミュニケーショソ能力向上のために，初心者の段階ではビジ
ネス英会話の定型的表現に習熟することが必要である。たとえば外部からの
電話に対して，担当者が席にいないので「伝言を承りましょうか」と言いた
い場合，“Would　you　like　to　leave　a　message？”という定型フレーズを覚えて
いれば必要に応じてそれを利用することができる。しかしもしその場の状況
が，英会話テキストの筋書きと違って展開する事態になると，定型的表現だ
けを利用して話すことに限界が生じる。テキストでは相手が簡単な伝言を残
すという筋書きになっていたのに，現実の相手が複雑な内容の伝言を依頼し
た場合には簡単な定型的表現だけでは対応しきれない。相手の発話を正確に
予測することができない以上，話の流れに沿ったコミュニケーションを行う
めには非定型的表現をある程度自由に使いこなせる力が必要である。
②即応能力
　即応性のある対応ができる能力も重要である。前述のような状況で，「担
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当者は席にいないが，同じ部署の吉田が代わりに話を聞きたい」と言いたい
場合，即座にそのことが言えなければ効果的なコミュニケーションをするこ
とができない。英会話テキストを取り出して参照する時間的余裕はないから
である。会議でもタイミングよく自分の考えを表明する必要がある。それが
できないと円滑な経営に支障をきたすことが考えられる。「あのときはこう
言いたかった」と事後的に，社内メモで自分の考えを関係者に回したとして
も，タイミングを失したためにビジネス機会を逸してしまえば，会議の場で
発言しなかったことを批判されるだけである。
③論理構成能力
　相手にとって説得力のある論理構成を用いてコミュニケーショソができる
能力も重要である。職場の構成員が共通の理解を有する度合いの高い「高コ
ンテキスト文化」である日本企業においては，上司が部下に「適当に処理し
てくれ」と言うだけでコミュニケーションが成立する可能性がある。指示を
受けた部下は，上司がその件を社内常識や先例に従って処理して欲しいのだ
と即座に察して納得するかもしれない。しかし職場構成員間の共通理解度合
いの低い「低コンテキスト」な国際経営においては，「適当に処理してくれ」
という指示では部下とのコミュニケーションがうまく成立しない可能性が高
い。より明確で説得力のある指示や説明がないと部下は納得しない。説得力
ある発言には，聞き手が納得する論理が必要である。
　英語での説得力のある論理構成は，日本的な「起承転結」型ではなく，逆
ピラミッド型の論理構成，すなわち最初に主題を述べ，データや引用などの
支持材料を使ってそれを展開するという構成である。国際的ビジネスマンに
は，この論理構成を使って，口頭で自分の考えを展開し説得力のある発言を
する能力が必要である。
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④社会言語能力
　その場の社会状況に合った英語表現を使うことができる社会言語能力も重
要である。自分より地位の高い人に対して“Iwant　to　see　you　for　a　minute．”
と言うのは失礼に当たる。“Could　1　see　you　when　you　have　time？”などとて
いねいな聞き方をすべきであろう。逆に部下に指令を出す場合に“Would
you　mind　typing　this　letter　by　noon，　if　it’s　not　inconvenient　for　you？”などは
ていねい過ぎて，それが指令なのか依頼なの判断できず相手は混乱する。む
しろはっきりと“Would　you　type　this　letter　by　noon，　please？”などと言うべ
きである。社会的活動であるビジネスでは，話者が置かれている社会状況に
即した英語表現ができなければ「一定の現実的効果jを収めることができな
い。
⑤異文化コミュニケーション能力
　ビジネスの「場」が置かれている国や地域の文化や，そこに働く人々の共
通の価値観を理解することなく円滑なコミュニケーショソを行うことは不可
能である。たとえば個人の業績を尊ぶアメリカの職場に，その点を無視し
て，あるいはそれに気づくことなく集団の和を尊重する日本的な価値観をそ
のまま持ち込むような日本人マネージャーは，現地社員との間でコミュニ
ケーション上の問題を起こすかもしれない。また仕事帰りにお酒を飲みなが
らコミュニケーションをする文化を持たないアメリカ人部下に対して，仕事
上大事な事柄を飲みながら話そうとしても空振りに終わるかもしれない。ま
た，ことさらに異を唱え，それへの反論を利用して自己のロジック強化を図
るデビルズ・アドボケートとして振舞うアメリカ人部下に対し，そのような
文化を理解せず感情的に反発し，過剰な反応をしてしまうことがあるかもし
れない。
　国際的なマネージャーには，異なる文化や人々の価値観の違いを認識し，
それを乗り越えてコミュニケーションを行う能力が必要である。
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皿　「英語オーラル・コミュニケーション能力検定試験」と
　　ビジネス英語
（の　ビジネス英語検定試験の現状
　現在日本で広く行われている代表的な英語検定試験には，実用英語技能検
定試験（英検），TOEIC，　TOEFL，商業英語検定試験，国連英検，ケンブ
リッジ大学英語検定，通訳案内業試験（ガイド試験），通訳技能検定試験，
オフィス・コミュニケーショソ英語検定（旧秘書英語検定試験）などがある。
またこの他にオーラル・コミュニケーション能力の判定に特化したSITE
（Standard　Interview　Test　of　English）試験がある。
　しかしこれらのうちで純粋にビジネス英語が対象になっている検定試験
は，商業英語検定試験とオフィス・コミュニケーショソ英語検定だけである。
BEST（ビジネス英検）というビジネス英語検定試験があるが，企業などの
団体を対象としていて一般には公開されていない。
　商業英語検定試験は，主に貿易実務のための英語力と実務知識の測定を目
的とするもので，問題は記述式であり，B・C・Dクラスでは面接試験はな
い4）。Aクラスの2次試験に設けられている面接試験でも，主に問われるの
は貿易と時事英語の知識であって，国際的なマネージャーとしてのオーラ
ル・コミュニケーション能力ではない。
　オフィス・コミュニケーショソ英語検定試験はオフィスで必要なコミュニ
ケーショソ能力を測る試験で1～3級まであるが，英語による面接試験は1
級の2次試験にのみ設けられている。これはネ・fティブスピーカーによる
会話形式の試験であるが，その対象となる領域は秘書などが携わることの多
いオフィス業務であり，高度な経営語彙を用いて意思決定や交渉を行う国際
マネージャーの仕事領域が対象であるとは言い難い。
　SITE試験は，純粋にビジネス英語を対象とした試験ではないが，オーラ
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ル・コミュニケーショソ能力を測るためにロールプレーを使い，インタビ
ューのビデオ映像を専門の評価者が評価するなど，斬新な手法に見るべき点
が多い。そこでこの試験について考察し，それを参考に「ビジネス英語オー
ラル・コミュニケーション検定試験」のあり方について考えたい。
（2）SITE試験の概要
　SITE試験は，全国外国語教育振興協会が，財団法人日本英語検定協会と
共同で開発した英語によるオーラル・コミュニケーショソ能力の検定試験で，
1998年から実施された。この試験は，受験老1名に対しインタビュアーが1
名の面接形式の試験で，イソタビューの模様はビデオに収録される。インタ
ビューの内容はフリートーキングとロールプレーから成り，試験時間は合計
で1人約15分間である。評価は専門の評価老2人がそれぞれ別々にビデオ
を見て評価し，総合点をA，B，　C，　D，　Eの5段階で表示する。
　より具体的には，受験老はインタビュールームに入り受験番号と名前の書
かれたカードをビデオに向けて録画する。次に英語のネイティブスピーカー
であるイソタビュアーと約9分間フリートーキングをする。その後イソタ
ビュアーからロールプレーカードが渡される。受験者はカードに書かれてい
る状況を把握し，インタビュアーと英語で約5分間のロールプレーを行
う。ロールプレーの内容は，たとえば「ファーストフード・レストランで注
文したらチーズバーガーだけ少し待って欲しいと言われた。他のものをすべ
て食べてしまってから，10分経ってもまだ，チーズバーガーができない。
時間もないので，断って帰ろうと立ち上がったところrお待たせしました』
と店員が現れた。もういらないので料金を払い戻してもらいたい」5），ある
いは「ニューヨークに旅行に行き空港からホテルまでタクシーに乗ったとこ
ろ，ホテルの案内書には通常20ドルくらいとあるのにタクシーの運転手が
50ドル請求した。あきらかにぼられているので，交渉して欲しい」6）などと
いうものである。前者の例の場合，受験者はレストランの客となり店員役を
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演じるイソタビュアーと英語で交渉する。後者の例では，タクシー運転手役
を演じるインタビュアーと英語で交渉するわけである。
　面接内容を収録したビデオは評価セソターに送られ，1受験者に対して専
門の評価者2人が別々にビデオを見て評価する。英検などの多くの面接試
験と違って，インタビュアーは直接評価に加わることはない。評価は言語部
門と非言語部門の両方の分野で行われる。言語部門では，語彙，文法，音声
という項目で，非言語部門では，理解，効果，態度，構成という項目で評価
が行われる。この非言語部門でのコミュニケーショソ能力を評価する点は，
SITE試験が多くの面接試験と異なるところである。項目別に2人の評価者
がそれぞれ評価値を出し，2人の平均を評価スコアとする。各評価項目は6
点満点で評価し，7項目全体での総合スコアは42点満点となる。そして総合
スコアを5つのレベルに分け，評価はA，B，　C，　D，　Eの5段階で認定する。
英検のように合格・不合格とはしない。
　各評価レベルでは，日常のコミュニケーションとビジネスのコミュニケー
ションに分けて次の評価内容が受験者にフィードバックされる7）。
　A：日常　　　英語でのコミュニケーションにほとんど不安はない。
　　　ビジネス　海外法人への赴任ができる。
　B：日常　　　多少の問題は残るものの，弱点を補強することにより，よ
　　　　　　　　りよいコミュニケーションが可能である。
　　　ビジネス　海外への単独出張ができる。
　C：日常　　　コミュニケーションは成立するものの，メッセージのやり
　　　　　　　　とりがぎこちない。時々誤解したりされたりといったこと
　　　　　　　　が起こることもある。
　　　ビジネス　海外への随行出張ができる。
　D：日常　　　基礎的な言語力はあるものの，英語でのコミュニケーショ
　　　　　　　　ソに不慣れである。言語・非言語の両分野にわたりさらに
　　　　　　　　ブラッシュアップする必要がある。
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　　　ビジネス　語学トレーニングを経て，随行出張ができる。
　E：日常　　　英語でのコミュニケーションが，成立しにくい。コミュニ
　　　　　　　ケーションカをつけるために基礎的な英語力をより身につ
　　　　　　　けていくことが必要である。
　　　ビジ冬ス　基礎的な語学トレーニソグが必要とされる。
　なお，2001年の第7回検定からはCをC1，　C2に，　DをD1，　D2に細分化
し，7段階評価となった。
　1998年7月の第1回検定から2001年11月の第8回検定まで合計1933人が
受検し，Aの評価を受けたものが81人（42％），　Bが211人（10．9％），　C1
とC2を含むCが1104人（57，1％），　D1とD2を含むDが532人（27．6％），
Eが5人（0．3％）という結果である8）。
　なお受験料は2002年現在で9，000円である。
（3）SITE試験から考える「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション能
　力検定試験」
　それではこのSITE試験を分析し，その上で日本人のための「ビジネス英
語オーラル・コミュニケーション能力検定試験」のあるべき姿の一つを模索
したい。
①目標基準準拠テストと基準の透明性
　SITE試験は，目標基準準拠テスト（Criterion　Referenced　Test，　CRT）の
性格が強く，集団基準準拠テスト（Norm　Referenced　Test，　NRT）とは言い
難い。
　目標基準準拠テストは「明確で具体的な目標を測定するために作成され
る。多くの場合，その目的は，特定の授業，プログラム，学区，地域と具体
的に関わるものである。CRTの得点は絶対的なものと解釈される。その理
由は，ひとりひとりの受験者の得点はほかの受験者の得点と比較しなくても
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意味を持つからである。（中略）もしすべての受験者が学習事項を百パーセ
ソト理解していれば，すべての受験者は得点のちらばりがなく同じ得点をと
るはずである。（中略）一般的には，受験者は問題や課題や内容がどのよう
なものか前もって予測できる。なぜならば，問題の内容はコースの目標に暗
示されているからである。」9）学校における期末試験などがこれに当たる。
　集団基準準拠テストは「総合的言語力を測定するためのものである。この
テストでは，個々の学習者の得点はほかの全受験者の得点と相対的に比べて
解釈される。このような比較は正規分布という考え方に基づいて行われる。
NRTの目的は受験者を得点により一直線上に並べることである。すなわ
ち，たとえば読解力の「成績下位」の受験者は正規分布曲線の一方の端に並
べられ，「成績上位」の受験者は反対の端に並べられる。これに加えて，
NRTでは受験者はテストの形式は分かっているが，そのテストでどのよう
な内容や技能が具体的にテストされるかは分からない。」10）個々の受験者の
成績がパーセソタイル値によって全体と比較されるTOEICやTOEFLは典
型的な集団基準準拠テストである。
　SITE試験での各項目は予め定められた基準に照らし合わせて行われるの
で，受験者が非常に良い成績を示した場合は，他の受験老の成績に関係なく
高い評価を受けることができるはずである。極端なことを言えば，受験者全
員がAの評価を受けることもあり得る。同様に受験者全員がDの評価を受
けることもあり得る。この意味では，SITE試験は目標基準準拠テストであ
る。募集要項を記載したパソフレットにロールプレーの例がいくつか示さ
れ，そのようなロールプレーでのパーフォーマンスとフリートークで評価す
るという目標が示されているのも目標基準準拠テストの特徴を示している。
しかしその一方，受験者は問題や内容が具体的にどのようなものかを前もっ
て予測することはできない。なぜならロールプレーの例は示されているもの
の，実際に出題される問題それ自体は公表されていないからである。すなわ
ち予め学習するべき事項は示されておらず，したがってそれに向けて準備す
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るというわけにはいかない。このためSITE試験は厳密には目標基準準拠テ
ストとは言いがたい。むしろ受験者のある時点，すなわち受験時の総合的な
オーラル・コミュニケーション能力を測定しようとしているので，その意味
では集団基準準拠テストが狙いとするところと同じである。前述の過去の
SITE試験の受験結果のデータが正規分布に近い受験者の成績パターソを示
しているのは興味深い。
　「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション能力検定試験」のユーザー
である企業は，この能力に優れた人材を採用する際，あるいは適切な配属を
行う際集団基準準拠テストのように成績上位の人が下位の人よりその能力
に優れていることがある程度客観的に保証されている試験の方が利用しやす
い。たとえば一般的な英語能力を見るのであれば，TOEICの得点が600点
の人を採用するより800点の人を採用した方が，英語ができる人材を獲得す
ることができる。十分に大きな受験者総数の中で，ある受験者が相対的にど
の程度の成績であったのかを測定する集団基準準拠テストの方が，こうした
目的には使いやすい。
　しかし正解を記号で示すなどの客観的評価が可能な語彙や文法や読解やリ
スニングなどのテストと違って，オーラル・コミュニケーショソ能力検定試
験では受験者の能力を客観的に測定することは簡単にはできない。このよう
な試験は他の受験老の成績と厳密な比較が難しいため，集団基準準拠方式に
は馴染みにくい。むしろSITE試験のように，目標を開示して行う目標基準
準拠テストの方が試験の設計をしやすいであろう。そこでこのSITE試験と
同じような性格を持つ「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション能力検
定試験」は目標基準準拠テストとして開発されるのが自然であるが，この試
験が企業を含めて社会に広く受け入れられるためには，どのような能力が測
定されるのか，また評価の基準は何であるかを，企業を含むユーザー側に公
開し，その納得を得ることが必要である。文部科学省認定などという権威に
裏づけされた「お墨付き」があればユーザーはある程度納得し，また履歴書
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に書いても一定の効果が期待できるので，社会に受け入れられるかもしれな
いが，そうではない場合，測定される能力は何か，またその評価基準はどう
いうものかという点に関する透明性が必要である。
②試験の妥当性
　SITE試験は全国外国語教育振興協会と日本英語検定協会が共同で「原案」
を開発したが，その実施に先立ち「生涯学習活動の促進に関する研究開発委
員会」が文部省の委嘱を受けて，開発された「原案」に対し，オーラル・コ
ミュニケーショソ能力を正確に測定しているかという「妥当性」，同じ試験
を数回受けたときばらつきのない結果が得られるかという「信頼性」，そし
て試験を合理的に実施できるかという「実際性」という見地から検討を加え
た。その結果必要な修正が加えられ，サンプルテストとその評価後，実施に
移された。次に同委員会の報告書11）を参考にSITE試験を考察し，「ビジネ
ス英語オーラル・コミュニケーション検定試験」の一つのあり方を考えてみ
る。
　「原案」では検定目標が「英語学習者が国際的な場で活躍するにあたり，
共通語としての英語を使い，口頭で十分なコミュニケーションをはかること
ができるかどうかを検定する」というものであった。前述の研究開発委員会
は，この目標を妥当としながらも，国際的な場で活躍する英語学習者とは成
人を主に指すのか，あるいは中学・高校生も含むのかという点を問題にし
た。ビジネスマソに求められる能力と，中学・高校生に求められる能力を同
じ試験で測定することは困難だと思われるからである。同委員会では，そも
そも全国外国語教育振興協会に対する社会の要請が，企業などの人材が国際
的な場で活躍するためのオーラル・コミュニケーショソ能力を持っているか
どうかを測るところにあるので，対象の焦点を成人に絞るのが妥当であると
いう結論に達している。しかし実際に行われているSITE試験は中学・高校
生を含む一般人を対象としているので，試験の性格が当初の狙いと比べてあ
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いまいになっているきらいがある。
　グローバル化するビジネスの場で仕事をするビジネスマソの英語オーラ
ル・コミュニケーション能力を測る試験では，貿易などの国際商取引および
国際経営の両方の領域の能力を測定すべきであろう。SITE試験では，ビジ
ネスに関するロールプレー問題は，過去出題された90問のうち33問で，あ
る程度ビジネスマソの期待に即していると言えるが，その内容はたとえば休
暇の申請や期日厳守の依頼など簡単なものが多い。複雑な内容の問題が優れ
ていると一概には言えないが，あまりに簡単な内容だと，国際マネージャー
が習得すべきコミュニケーショソ能力を測りきれないであろう。
　またオーラル・コミュニケーショソのどのような能力を測るのかという点
も重要である。部下に指示を伝達する能力なのか，上司に質問する能力なの
か，自分の考えを述べる能力なのか，人の質問に答える能力なのか，会議を
進行させる能力なのか，プレゼソテーショソをする能力なのか，あるいは交
渉をする能力なのか，あるいはそれらとは別の能力なのかを明確にすべきで
ある。これら全ての能力を測定することは時間的に無理であり，またあまり
意味がない。バックマンとパーマーによれば，「ある特別なテストが意図さ
れた目的にとって有益であるためには，テスト時における成績はテスト時以
外の状況での言語使用と明らかに一致しなければならない」12）のである。す
なわち，テストによって測定される能力が，実際の言語使用で必要とされる
能力の一例を示すようなものでなければ，そのテストの意味がない。たとえ
ば，主に交渉の領域で英語を使う人が，会議の議事運営を議長として行うた
めの英語能力を測定する試験を受けても，評価された能力が，必要とされる
交渉という領域でのコミュニケーション能力にどのように関係しているのか
分からないからである。
　「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション能力検定試験」が広く一般
性を持つためには，英語が最もよく使われていて重要性の高い分野における
コミュニケーション能力を測定することである。個々の企業や個人のニーズ
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によって細かい点は異なってくるであろうが，使用される頻度や重要性から
考えて，交渉という分野のコミュニケーション能力を測定することが適切で
あると思われる。国際的な取引のための会社間の商談では，必要な情報の交
換とともに必ず交渉が行われる。商談はすなわち交渉と言っても過言ではな
い。更に言えば，交渉は日常業務の中でも必要である。たとえば予算配分を
めぐる交渉や，人員配置に関する交渉や，オフィススペースの配分に関する
交渉など，社内の部門間では絶えず交渉が行われる。また上司が部下を動か
す場合，同僚に仕事を頼む場合，同僚から仕事を頼まれる場合，部下が上司
を動かす場合なども交渉が行われていると考えられる。よく欧米企業が社員
の募集に際して「negotiation能力がある人材を求む」ということがあるが，
それはこの理由のためであろう。様々な局面においてビジネスを上手く行う
ためには交渉能力が必要だからである。したがって国際商取引や国際経営に
携わるビジネスマソの英語オーラル・コミュニケーショソ能力を測定するた
めの分野として，交渉を選ぶことは適切と考えられる。
　それでは交渉ではどのようなオーラル・コミュニケーション能力が必要と
されるのであろうか。ビジネス英語である以上，自分の考えを正確に伝える
こと，明確に伝えること，簡潔に伝えることが必要である。更に前述のよう
に，専門的な語彙を適切に使用できること，非定型的な英語表現をある程度
自由に使えること，即応能力があること，説得力のある論理構成ができるこ
と，社会状況に合った英語表現が使えること，文化の違いを乗り越えてコミ
ュニケーショソができることなどが特に必要である。これらの能力は評価項
目を立てて測定されなければならない。
　また交渉において英語を使って果たさなければならない機能としては，次
の点が特に重要であろう。
　一　相手に質問する・質問を繰り返す・仮定の質問をする。
　一　質問や発言の意味を明確にする。
　一質問に即答する・即答を避ける・仮に答える・最終的に答える。
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　一　要求する・要求を断る。
　一　相手に提案する。
　一　全面的に同意する・部分的に同意する・同意しない。
　一　話題を変える・休憩を提案する。
　一　相手の矛盾をつく。
　一　相手を非難する・相手の非難に対処する。
　一　問題を先送りにする。
　一　相手に決断を促す。
　一誤りを訂正する・発言を訂正する。
　一誤解を解く。
　一　謝罪する・謝罪を受け入れる・謝罪を拒否する。
　一交渉を打ち切る・交渉をまとめる。
　効果的に交渉を行うためには，このような機能を英語で即座に果たす能力
が必要である。たとえば相手の謝罪を拒否しなければならない状況では，た
だ黙っていては拒否したことにならない。そのよう場合に，「そうおっしゃ
るのは簡単ですが，それでは何の解決にもなりません」と言いたければ，
“That’s　easy　for　you　to　say，　but　it　doesn’t　solve　anything．”などと言わなけれ
ばならない。状況が厳しくなって，「謝っていただいても御社は罰則条項か
ら逃れられません」と伝えなければならない場合は，はっきりと“An　apol－
ogy　does　not　release　you　from　a　penalty　clause．”などと相手に言う必要があ
る。交渉では，感情に流されることなく，ビジネスの遂行に必要な機能を果
たす表現を，社会的に適切な言い方で，タイミングよく言う能力が要求され
るのである。
　このような交渉という一般的で重要な「場」で使われる英語オーラル・コ
ミュニケーション能力を測定するということにより，「ビジネス英語オーラ
ル・コミュニケーション能力検定試験」としての「妥当性」が保障されるで
あろう。
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　それでは交渉におけるオーラル・コミュニケーション能力を測るためには
どのような形式の試験が適切であろうか。英語のスピーキング能力を測定す
る試験の形式としては，自由会話，オーラル・プレゼソテーション，連続し
た絵の描写による情報伝達，独立した絵についての質問と応答による情報伝
達，ロールプレーなどが考えられる。たとえば英検1級の2次試験では，
受験者は英語のネイティブスピーカーである外国人と日本人の各1名の面
接委員に対して，短い自由会話の後，5つのトピックから1つを選んでそれ
について2分間のオーラル・プレゼンテーションを行い，その後約4分間
の質疑応答に移る。英検準1級の2次試験では，受験老は連続する4コマ
のイラストを1分間見た後で1人の面接委員に対しそのストーリーを2分
間で描写する。そして質問に答える。英検2級では50語前後の文章とそれ
に関連する・イラストを見た後で，1人の面接委員に対し，文章を音読し，質
問に答える。SITE試験では，前述のようにフリートークとロールプレーと
いう形式をとっている。
　「ビジネス英語オーラル・コミュニケーショソ検定試験」では，交渉にお
けるコミュニケーショソ能力を測定するという目的を考えれば，SITE試験
が用いているロールプレーという形式が適切である。自由会話やオーラル・
プレゼンテーショソや絵の説明などと違って，ロールプレーであれば，ビジ
ネスマンの実際の言語使用領域である交渉のシミュレーショソができるから
である。
　またロールプレーの状況を適切に設定することにより，専門語彙の理解と
使用能力，非定型的な表現使用能力，即応能力，論理構成能力，社会言語能
力，異文化コミュニケーショソ能力などを総合的に見ることができるからで
ある。専門語彙については，「販売目標と実際の販売実績の違いは例の価格
戦争により単価が下落したためである，と上司に説明し納得させなさい」と
いうロールプレーの課題を出すことができる。もし受験者が，たとえば
‘‘she　variance　between　the　sales　objectives　and　the　actua1　performance　is　due
　　　ビジネス英語オーラル・コミュニケーション能力の検定に関する一考察　39
to　a　selling　price　deterioration　reflecting　the　price　war．”などと言えば，相当
な語彙力があると判断できる。非定型的な表現使用能力や即応能力は，状況
が変化するなかでインタビュアーにどのように対応していくかを見ることに
よって観測できる。個別の発言やロールプレーの組み立て方を見ることによ
り論理構成能力を測ることができる。またロールプレーの状況設定によっ
て，部下，上司，顧客，接客する社員など様々な社会的状況に受験者を置く
ことができるので，社会言語能力を測ることができる。さらに状況を，異文
化間コミュニケーションにおける誤解の解決などとすることにより，異文化
コミュニケーションの能力を測ることができる。従って，ロールプレーはビ
ジネス英語でのオーラル・コミュニケーショソ能力を測定するための「妥当」
な形式であると言える。
　SITE試験の場合は，ロールプレーに入る前に9分間のフリートーキソグ
を設けているが，「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション検定試験」
ではフリートーキングは気分を和らげるために短時間行い，試験の中心部分
となる交渉分野でのロールプレーに時間をかけるべきであろう。
　SITE試験では，各項目を6段階で評価しているが，これは一つの賢明な
方法であろう。なぜなら5段階評価の場合は，受験者がまあまあの出来で
あれば中心点の3に評価が集中する傾向が出てくるかもしれないからであ
る。6段階評価では中心点がないので，3か4のどちらかの評価をすること
になるが，受験老がまあまあの出来であっても，評価者がポジティブな評価
をするのであれば4，ネガティブの評価をするのであれば3にならざるを得
ないので，評価者が適当に中心点で評価をするという心理的傾向から逃れる
ことができる。同じことは，4段階評価でも8段階評価でも可能であるが，
4段階では間隔が粗すぎ，8段階では細かすぎるきらいがある。6段階評価
はこの意味で実用的であり，「ビジネス英語オーラル・コミュニケーショソ
検定試験」においても同様に6段階で評価するのが妥当であろう。
40　明治大学教養論集　通巻371号（2003・3）
③試験の信頼性
　インタビューの模様をビデオに収録し，評価は専門の評価者2人がそれ
ぞれ別々にビデオを見て評価するというSITE試験の評価方法は，試験の信
頼性という意味から優れた方法である。アメリカにおいても，専門的訓練を
受けた複数の評定者が明確な基準に照らして行うアメリカFSI（Foreign
Service　Institute）のOPI（Oral　Proficiency　lnterview）の信頼性が高いこと
が実証されている13）。十分に訓練された均質な評価者が，何度も見直しの
できるビデオを使い時間をかけて評価することは，どうしても主観的要素が
入る余地のあるスピーキングの評価をできるだけ客観的に行おうとする試み
として評価できる。「実際性」の問題を無視できるのであれば，より多くの
評価者が評価に参加することが望ましいが，人員や時間などという資源の制
約を考えれば2人の評価者の平均をとる方法は現実的であろう。なおSITE
試験では，評価者2人の評価点に大きな開きがあった場合は，別の評価者
が評価に加わることにより信頼性を確保する工夫をしている。これらの点は
「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション検定試験」でも採用すべき考
え方である。その場合重要なのは，質の良い評価者を確保し，その上ですべ
ての評価者が評価項目について常に一定の評価を下せるように十分なトレー
ニングを定期的に行うことである。ビジネス英語の場合，英語の学識がある
だけでなく，英語による交渉の巧拙を評価するために国際的なビジネス経験
のある人が評価者になることが望ましい。
　評価項目と評価内容であるが，SITE試験では前述のように言語部門とし
て，語彙，文法，音声，非言語部門として，理解，効果，態度，構成という
項目で評価が行われる。そして各項目は，それぞれ内部の評価基準に従って
6段階で評価される。非言語部門の項目を設けたことは，英語の検定試験と
しては奇異かもしれないが，コミュニケーショソ能力の検定試験としては極
めて意義が深い。なぜならエドワード・ホールが指摘するように「言語的言
語以外に，われわれはたえず『沈黙のことば』，すなわちr行動の言語』を
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用いて，真の感情を伝えているのである」14）からである。
　「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション能力検定試験」では，正確
に伝えること，明確に伝えること，簡潔に伝えることに加えて，専門語彙の
理解と応用，非定型的な表現使用能力，即応能力，論理構成能力，社会言語
能力，異文化コミュニケーション能力などを測定することが必要である。発
話の正確さ，明確さ，簡潔さと異文化コミュニケーション能力を除けば，そ
して即応能力の中に方略能力が含まれていると考えれば，CanalとSwainが
提唱する4つのコミュニケーショソ能力の構成要素，すなわち文法能力，
社会言語能力，談話能力，および方略能力13）を測定することとほぼ同じで
ある。異文化コミュニケーションについては，前述のようにロールプレー課
題をうまく設定することにより，受験者の異文化に対する感受性と文化の違
いを超えてコミュニケーションをする能力を測定することができるであろ
う。国際ビジネスと異文化コミュニケーショソは不可分の関係にあるので，
基本的に上級者用のロールプレーの課題は異文化が関わるものにすることが
望ましい。
　SITE試験で信頼性に問題が残るのは，インタビュアーがフリートークの
間に受験者の英語のレベルを判断して，その受験者に見合ったロールプレー
カードを選択することである。すなわちフリートークが終わった時点で受験
者の英語のレベルが低いと判断すれば，イソタビュアーは簡単な内容のロー
ルプレーカードを受験者に渡し，逆に受験者の英語のレベルが高いと判定す
ればより高度な内容のロールプレーカードを渡す。このことは，SITE試験
が，信頼性を保つためにインタビュアーは評価に加わらないとしているのに
も関わらず，インタビュアーは間接的に評価を下していることを意味する。
これは，能力の低い受験者に難易度の高いロールプレーを課してロールプ
レーが成り立たなくならないように，あるいは逆に能力の高い受験者に難易
度の低いロールプレーを課して受験者の英語能力を十分引き出すことができ
なくなることを避けるためであろう。すなわち，試験を合理的に実施すると
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いう「実際性」を考えてこのような措置がとられていると思われるが，「ビ
ジネス英語オーラル・コミュニケーション検定試験」では，均質な評価が行
われるという「信頼性」の点から，インタビュアーが受験者のレベルを判断
してロールプレーカードを選択することは避けたい。なぜなら，自分の能力
レベルより難易度の低い課題をもらった受験者が上手にロールプレーを行っ
た場合にA評価を受けることがあり得るが，その受験者より能力が上であ
る受験者が，自分の能力レベルより難易度の高い課題をもらったためにロー
ルプレーがうまくいかずCの評価を受けることがあり得るからである。本
来なら前者より後者の方が高い評価を受ける筈であるが，インタビュアーの
判断が正しくなければ，このような逆の評価がなされることがあり得る。こ
うした事態を避け，より合理的な試験を実施するためには，たとえば英検が
行っているように，1・2・3級などと級によってレベル分けを行うのが適切
であろう。そして3級では日常のオフィス業務などで必要となる比較的難
易度の低い交渉を，2級では国際商取引や国際経営で発生する中程度の難易
度の交渉を，そして1級では，国際商取引や国際経営で発生する異文化コ
ミュニケーショソの要素を含む難易度の高い交渉を課題として与えることが
望ましい。個々の受験者の成績を全体の成績の中で位置づける集団基準準拠
テストでは，このような級によるレベル分けは試験に馴染まないが，到達す
べき目標にどの程度近づいているのかを見る目標基準準拠テストとして「ビ
ジネス英語オーラル・コミュニケーション能力検定試験」を考えるのであれ
ば，級によるレベル分けは適切な方式と言えるだろう。
④試験の実際性
　いかなる検定試験も合理的に実施できる「実際性」がなければ広く継続的
に実施することは不可能である。たとえば信頼性を重視しすぎるあまり，イ
ンタビュアーや評価者に多数の人員を投入したり，高額の設備を全国的に準
備したりすれば，受験料が非現実的なものになり，試験そのものが成り立た
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なくなる恐れがある。SITE試験は・イソタビューをビデオに収録し，定期的
な訓練を受けた評価者がビデオを見て評価するなど，非常に手間のかかる試
験である。その点は高く評価できるが，そのため受験料が9000円と他の試
験に比べて高額である。高額の受験料は，受験者数に影響を与える恐れがあ
る。社会的ニーズを背負った検定試験の受験料は，受験者の負担が大きくな
り過ぎないようにある程度妥当なレベルに収めたい。
　「ビジネス英語オーラル・コミュニケーション能力検定試験」でも，イン
タビューをビデオに収録して専門の評価者が評価するとなれば，それなりの
手間と時間がかかるシステムとなり，受験料が高くなるのは避けられないで
あろう。英語による国際的なビジネス・コミュニケーションに関して知識の
あるインタビュアー，評価者，ロールプレー問題の作成者，評価者訓練担当
者などの確保や養成が必要となる。また会場や機材の確保やビデオなどの記
録メディアの運搬・保管なども時間と費用のかかる問題である。
　受験料が高くなる点に関しては，この試験の間接的な受益者である企業
が，自社の社員が受験する際に金銭的補助をするなど便宜を図ることが望ま
しい。また企業は社内での試行錯誤の末に英語で交渉できる人材を選別して
いくのではなく，検定試験を利用することにより人材登用や採用ができるよ
うになる。企業はこの利点を認識して，試験の開発・運営に財政的貢献をす
ることが望まれる。そうすることは，グローバル経済の下で生きていく企業
として有意義な社会貢献をすることにつながるからである。
lV　終わりに
経済のグローバル化に伴い日本人のビジネスマンの英語力を引き上げるこ
とが急務であるが，そのためには国際的マネージャーに求められる英語オー
ラル・コミュニケーショソ能力を測定する検定試験の開発・実施が望まれ
る。そのような試験の一つのあるべき姿を考えると，測定対象をビジネス交
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渉の分野に絞り，そこでどのような能力が求められるか，およびそのような
能力はどのように測定されるかを明確に開示した上で，ビデオに試験の模様
を収録し，複数の専門評価者が，明示された基準に照らして評価を行う形式
が，試験の「妥当性」および「信頼性」の上から望ましい。また試験の「実
際性」を考えると，受験者以外の受益者である企業も何らかの形でそのよう
な検定試験の開発と運営に支援を行うことが望まれる。さらに言えば，グ
ローバル社会の中で世界の人々と円滑なコミュニケーションを行うことは日
本の国益にも合致することなので，人材・知識・費用・時間などの面で多大
の資源を必要とするであろうそのような検定試験の開発および実施・運営に
対して，財政上の補助などの形で公的な支援が行われることを望みたい。
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